
 

 

 

 

 

第２回学校運営協議会（本校部会）開催されました。  

【熟議「CSの取組として地域と連携できること」】 

〇 学校行事等への地域の方の参加方法 

・町内会等にチラシやパンフレットなどを配布する。 

・新聞などでの働き掛けを行う。 

・放課後等児童デイサービスや地域支援者へ依頼し、関わる人を連れてきてもらう。 

・行事の案内や招待を行う。 

・OBや OGが在籍する進路事業所と連携し、卒業生へ案内する。 

・見学後の意見・感想交流会があると良い。 

・活動後のお礼などを通して相互関係を構築する。 

〇 地域への働き掛け方 

・七飯町の広報や公式 LINEを通して、学校行事などを知らせる。 

・チラシを作成し、七飯町の団体への働き掛けを委員を通して伝える。 

・鳴川町会などの町内会の回覧板に、案内チラシを入れて案内する。 

９月24日（火）、七飯養護学校を会場に、第２回学校運営協議会（本校部

会）が開催され、参加した６名の委員の皆様からたくさんの御意見を頂きま

した。 

当日は、前半に授業参観を実施し、後半に「地域学習の活動報告や今

年度のCSの取組、今後の主な学校行事などの説明」、「熟議」を行いまし

た。 

授業参観では、小学部から高等部まで本校の児童生徒の学習の様子を

見ていただきました。委員の皆様からは、「タブレット端末などの活用が進

んでいる。」「個別対応がしっかりされている。」「先生方が一生懸命指導さ

れていて、子どもたちの特性に合わせた対応が良い。」などの感想を頂き

ました。 

後半の活動報告では、今年度地域の方たちの協力を得て取り組んだ「ラ

ーメンめんきちさんのラーメン提供」や「三嶋神社の例大祭ポスター作り」な

ど今年新たに取り組んだ活動を説明しました。 

熟議では、「CSの取組として地域と連携できること」をテーマに、意見交

流を行いました。 

 前回の熟議で出された「より多くの地域の方々に学校を知ってもらいた

い」という意見を踏まえ、学校行事等へ地域の方が参加できる方法や地域

への働き掛け方、本校の児童生徒が地域にできることなどについて、委員

の皆様から様々な御意見や貴重な情報を頂ました。 
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・放課後等デイサービスのWebページに、本校Webページのリンクを貼ってもらい、情報を発信する。 

〇 本校の児童生徒が地域に役立てること 

・七飯町の高齢者などの各施設でイベントが行われる際に、本校の児童生徒が参加することが考えられる。 

 

委員の皆様から、学校の教育活動を応援してくださる温い言葉を多く頂

きました。今回の熟議で得られたアイデアを、具体にできるよう取り組んで

いく予定です。 

 

地域と連携した取組                              

 【PTA秋祭り（おやじバンド）】 

 ９月 28日（土）11：00～13：00の時間帯に本校体育

館で PTA 主催の秋祭りが行われました。イベントの

一つとして、昨年度第一回学校運営協議会から話題

になっていた「おやじバンド」が実現しました。 

メンバーは CS 委員の田中さんや PTA 会長の黒

萩さん、保護者の佐藤さん、本校教職員を中心に５

名で構成され、エレファントカシマシ「俺たちの明日」

など３曲を演奏され、会場が大いに盛り上がりまし

た。 

【寄宿舎ユニバーサルスポーツ体験会】 

10 月２日（水）本校体育館で、寄宿舎の児童生徒

を対象にユニバーサルスポーツ体験会が実施され

ました。 

６月に実施した学校運営協議会で CS委員の田中

さんから「ボッチャやペガーボールなどのパラスポー

ツの講師を招いての体験会を行うことが可能」との

情報を頂き、今回の実施となりました。 

講師として、道南地区パラスポーツ指導者競技会

事務局長の橋本航さんと情報を頂いた CS委員の田

中さんに来校して頂きました。。 

当日は、寄宿舎を利用する児童生徒全員が体育

館に集まり、前半に全員でペガーボール、後半は２

つのグループに分かれてボッチャとクロリティーを体

験しました。 

ペガーボールはマジックテープが付いたボールを

的となる人に付ける楽しい競技で、多くの児童生徒

が笑顔で参加することができました。 

寄宿舎の児童生徒にとっては初めてのユニバー

サルスポーツ体験会でしたが、とても楽しかったよう

で「また参加したい」という声がありました。講師の橋

本さん、田中さん、お忙しい中ありがとうございまし

た。 


